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令和 4 年（2022 年）6 月 19 日の能登半島の地震の余震分布と当該地域の地質と活断層 

 
令和 4 年 6 ⽉ 19 ⽇ 15 時 08 分に能登半島の北東部でマグニチュード 5.4（気象庁暫

定値）の地震が発⽣しました. 
産業技術総合研究所では，2008 年に能登半島の北岸沖で海底地質調査を実施し，海

底に分布する活断層の全貌を明らかにしました（岡村ほか，2010）．それによると，能
登半島北岸の 5−10 km 沖に北東−南⻄⾛向の活動的な逆断層が断続的に分布してい
ることが⽰されています．それらは東から⻄へ，20 km 前後の⻑さを持つ珠洲沖セグ
メント，輪島沖セグメント，猿⼭岬沖セグメント，⾨前沖セグメントに区分されていま
す（図 1，２）．すべての断層は南側が隆起する南東傾斜の逆断層で，中新世の⽇本海
拡⼤時に形成された正断層が再活動したものです． 

このうち，⾨前沖セグメントは 2007 年能登半島地震の震源断層であったことが確
認されています（井上ほか，2007）．⾼分解能反射断⾯で，2007 年の地震に伴う変位が
確認され，さらに約 15,000 年間の地層に記録された累積変形構造から 2,000-3,000 年
間隔で地震が発⽣してきたと推定されています（池原ほか，2007）．また，猿⼭沖セグ
メントより東側では，海岸沿いに分布する低位段丘及び離⽔⽣物遺骸群集の調査が⾏
われ，最⾼で７m に達する 3 段の段丘が断続的に分布すること，過去約 1,500 年間の
離⽔⽣物遺骸群集が標⾼２m 以下に分布することが明らかになっています（宍倉ほか，
2020）．段丘の年代は直接測定できていませんが，間接的な仮定に基づいた参考値とし
て，平均隆起速度は 0.6〜1.5m/ky，地震発⽣間隔は数百年から 2,000 年と推定されて
います． 
今回の地震は，珠洲沖セグメントの南東約 4〜5km 付近を震源として発⽣しました．

この地震と珠洲沖セグメントとの関係を調べるために，1997 年 10 ⽉ 1 ⽇から 2022 年
6 ⽉ 26 ⽇までに発⽣した地震について，気象庁による⼀元化処理で読み取られた P
波・S 波到達時刻を⽤いて，Double-Difference 法（Waldhauser and Ellsworth, 2000）
によりその位置を精度よく決定しました（図３）．余震は北東―南⻄⾛向で 50〜60°の
南東傾斜の分布を⽰し，防災科学技術研究所 F-net 解の節⾯の⼀つとも概ね調和的で
す．この分布をそのまま地表に延⻑すると，珠洲沖セグメントの北側に抜けます．⼀
⽅，浅部に向かい傾斜⾓がやや⾼⾓に変化する断層形状を持つ場合は，今回の地震は
珠洲沖セグメントの深部付近で発⽣している可能性があります．また，エアガンの反
射断⾯を観察すると，珠洲沖セグメントの北側には，複数の南傾斜の逆断層が分布し
ていることから（図 4），それらの断層の深部で地震が発⽣した可能性も考えられます． 
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図１ 能登半島北岸沖の活断層と 6 ⽉ 19 ⽇の地震の震央（⻘星）．基図は，井上・岡
村（2010）を⼀部改変．震源位置は防災科学技術研究所 Hi-net，気象庁，東京⼤学，
京都⼤学の各機関の地震観測網で得られた地震波形データと，気象庁⼀元化処理検測
値を使⽤し，hypoDD により決定したものである．参考に，気象庁⼀元化カタログによ
る 2007 年 3 ⽉ 25 ⽇能登半島地震（M6.9）と 2021 年９⽉ 16 ⽇の地震（M5.1）の震
央を緑星，⾚星で⽰す． 
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図 2 能登半島の海陸シームレス地質図．基図は，井上ほか（2010）及び尾崎（2010）．
メカニズム解は防災科学技術研究所の F-net 解を⽰す．震央は図１と同じである． 
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図３  能登半島北東部における震源決定結果．丸の⾊は，2022 年６⽉ 19 ⽇の地震
（M5.4）の発⽣時刻を基準にして⾊分けしている．星は M5.4 の地震を⽰す．⾚の線
は珠洲沖セグメントの地表位置を⽰す．３つの測線（A-Aʼ, B-Bʼ, C-Cʼ）の断⾯図を下
図に⽰す．⾚の四⾓は珠洲沖セグメントの地表位置を⽰す． 
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図４ 図 1 に位置を⽰した珠洲北⽅沖の NNW-SSE ⽅向のエアガンを⾳源とするシン
グルチャンネル反射断⾯．珠洲沖セグメントの活断層はこの反射断⾯には含まれず，
南端よりすぐ南側に位置する．この断⾯では，活断層の北側にも少なくとも南側隆起
の 3 つの逆断層が観察されるが，海底には達していないことから，活動をほぼ停⽌し
ていると推定される． 
  



 

産業技術総合研究所 資料 

能登半島及び周辺における温泉水のヘリウム同位体比と水温 

 
能登半島直下での太平洋プレート上⾯の深度は約 250 km であり（図５），含⽔鉱物

（蛇紋岩，PhaseA）として運ばれた⽔は，脱⽔してマントル内を上昇する．溶融が⽣
じるかどうかはマントルの温度構造で決まるが，中部⽇本は⼆重の海洋プレートの沈
み込みにより冷たい温度場になっているため（図６），溶融が⽣じることは考えにくい． 
⼀⽅，能登半島北東部及び北⻄部の温泉中のヘリウム同位体は，能登半島南部に⽐

べて有意に⾼く，マントル起源のガスを含み（図７-a），何らかの流体が上昇している
可能性がある．ただし第四紀⽕⼭周辺の温泉のヘリウムがほぼマントル起源であるの
に対し，能登半島北部の温泉⽔は地殻起源のヘリウムが卓越しており（図７-b），地殻
内での流体の滞留が考えられる．温泉⽔の同位体（δD・δ18O）などからは顕著なマ
グマ⽔の寄与は⾒られず（加⼾ほか, 2016），温泉⽔の⽔温は⼀部の温泉を除いて最⼤
50℃程度と活発な熱⽔活動を起こしている地域ではない（図８）． 
温泉中にヘリウムなどのマントル起源ガスを多く含む理由としては，⽕⼭活動によ

るもの，プレートから脱⽔した⽔がマグマ⽣成を伴わずに地表まで上昇したもの，地
殻下部においてマグマが固化した際に脱⽔した⽔が地表まで上昇したものなどが考え
られる．本地域内に，第四紀⽕⼭は分布していないことから（図９及び図 10），⽕⼭活
動起源ではない．本地域は，活発な熱⽔活動を起こしている地域ではないが，ヘリウム
などのガスが遊離し，断層などを介して⽔より先に上昇してくることが考えられる． 
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図５ ⽇本列島中央部の第四紀⽕⼭の分布と，沈み込む太平洋スラブ（PAC）とフィリ
ピン海スラブ（PHS）上⾯の深度（Nakamura and Iwamori, 2013） 
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図６ 数値モデルによって予測された中部⽇本の H2O（上）とメルト（下）の分布
（Iwamori et al., 2000 に加筆） 
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図７ 能登半島周辺(a)及びび中部地⽅(b)の温泉⽔中のヘリウム同位体⽐から⾒た，マ
ントル起源及び地殻起源ガスの寄与率（Ohwada et al., 2007; Umeda et al., 2009; 産業
技術総合研究所未公表データなど）なお，能登半島試料は 2009 年以前に採取されたも
のである． 
 
 

 
図８  能 登 半 島 周 辺 の 温 泉 ⽔ の ⽔ 温 分 布
図（⾼橋ほか, 2018） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図９ 能登半島周辺の地質（基図は 20 万
分の 1 ⽇本シームレス地質図 V2）．⾚線は
活断層，⻩緑線は太平洋プレートの等深線，
⿊破線の矩形は図 10 の地質図幅の範囲を
⽰す．凡例は図２を参照．凡例の⼀部は省
略した． 
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図 10 能登半島北東端部の地質．基図は，吉川ほか（2002）及び 20 万分の 1 ⽇本シー
ムレス地質図 V2．凡例の⼀部は省略した．⻘線の楕円は気象庁による能登半島の地震のク
ラスター，⾚⾊の丸，灰⾊の丸は地域内で発⽣した主な地震を⽰す（地震調査研究推進本
部地震調査委員会，2022）． 


